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土岐川庄内川
コレカラプロジェクト
地域懇談会の実施状況

第７回　土岐川庄内川流域委員会



１．地域懇談会を含む全体のプロセス

、いま この
ステップに
います

河川管理者
（ ） 計画主体 

発議

流域委員会 （ ）地域懇談会 総称 

・プロジェクトの概要
・すすめ方
（ ）・ 課題 

・すすめ方に関する
　ニーズ
（ ）・ 追加すべき課題 

・現状
・整備上の課題

６2003年 月まで

河川整備上の課題

基本方針

河川整備計画案

整備目標・
整備メニュー案

土岐川庄内川コレカラプロジェクト

2004年10月まで

2005年5月頃

【 】 提示情報 【 】 市民からのインプット 【 】 手法 

・市民意見交換会
・オープンハウス
・車座集会
・ニューズレター等

情報提供

提案・助言

情報提供

提案・助言

情報提供

提案・助言

情報提供

提案・助言

・委員会の役割
　やすすめ方の
　確認　　　　等

【 】 議題 

、・現状 課題の　
　共通認識
・課題総括
・情報共有化 等

・基本方針に沿
　った整備目標
　の討議
ﾒﾆｭｰ・整備    の

　検討

・河川整備計画
　原案の審議
                   等

・追加すべき課題や
　論点
・取組方針や整備の
　方向性に関する
　ニーズ　等

（ ）・課題 総括 
・整備目標たたき台
（ ） ・基本方針 
ﾒﾆｭｰ・整備    たたき台

・計画条件　等

・整備目標への
　ニーズ
・整備メニュー実施
　上の配慮事項
・活動計画に関する
　ニーズ　　　　　等

・河川整備計画原案
（ ） 素案 

・整備計画原案に
　関するコメント河川整備計画原案

2005年7月頃

２第 回まで

６第 回まで

８第 回まで

１０第  回まで

（ ）コレプロRep.vol.1 整備上の課題 

<<市民意見交換会>>

「 市民の情報を
」集めよう 

・情報マップ

「 重点提案をつく
」ろう 
・市民からの
ｱｲﾃﾞｱ　     ・提言集
「 行動プランを

」合意する 
・協働計画

（ ）コレカラボイス ver.1 課題編 

（ ﾒﾆｭｰ ）コレカラボイス ver.2 整備目標・    編 

（ ）コレカラボイス ver.3 原案へのコメント編 

ﾒﾆｭｰコレプロRep.vol.2(整備目標・    案)

・オープンハウス
・ニューズレター等

・市民意見交換会
・オープンハウス
・車座集会
・ニューズレター等

・オープンハウス
・ニューズレター等

（コレプロRep.vol.3 整備計画原案）

１ステップ 

２ステップ 

３ステップ 

０ステップ 



２．地域懇談会の活動状況

(1)オープンハウス　（ショッピングセンター等で開催）(1)オープンハウス　（ショッピングセンター等で開催）

①パネル展示等を通じた情報提供
○コレカラプロジェクトの概要や進捗状況、

土岐川庄内川の整備の考え方などに

ついてパネルで情報を提供

アピタ港店

○即地的な課題や方向性を示した

パネルも展示

ワンダーシティ

○ ３順目のオープンハウスを

　　10月30日から11月28日まで

　　流域の12箇所の

　　ショッピングセンター等で開催

※H15年春から通算して延べ４５箇所で開催



(1)オープンハウス(1)オープンハウス

②アンケートゲーム等の実施

○「河川空間の利用」、「外来種への対
応」、「堤防道路の使い方」、「水質」、
「内水対策」の５つのテーマについて、
どのような方向性で整備をすすめるべ
きかアンケートで意見を伺った。

○合計約300名から回答をいただいた。
いただいた意見は今後コレカラボイ
スその２としてとりまとめ予定。

ジャスコ守山店

オアシス２１



(1)オープンハウス(1)オープンハウス

③ステップ１でとりまとめた「コレカラプロジェクトレポートvol.1（河川整備
上の課題案）」の配布

○合計約2000部を配架・配布

○河川整備上の課題について市民との共
有化を図った

オアシス２１



(1)オープンハウス(1)オープンハウス

④オープンハウス開催告知

○土岐川庄内川流域委員会辻本委

員長と名古屋市長、多治見市長、

中部地方整備局長との対談の新

聞記事の下部を利用して、開催日

程等を広告



(2)車座集会<名古屋市西区>(2)車座集会<名古屋市西区>

【実施概要】

○ 山田地区会館（西区八筋町）で開催
(H16.8.25)

○ ２９名が参加

○川での活動、水害への不安、新川洗
堰の嵩上げなどについて、活発な意
見交換

【主な意見】

・中流部では田畑が減少して、雨水が貯
まる場所や地面に浸透する場所が減っ
ていることが心配。

・ 新川洗堰を1m嵩上げすることに異論は
ない。それ以上の越流に耐えられるよう、
新川を整備すべき。

・ 街道筋、渡しの跡、旧橋の遺構には、
解説や案内を載せた看板を立てると良
い。



(2)車座集会<名古屋市中川区>(2)車座集会<名古屋市中川区>

【実施概要】

○ 中川学校体育センター（中川区松蔭）
で開催(H16.11.26)

○ １１名が参加

○黒松並木や堤防道路の危険性、遊歩
道の整備、水面の利用などについて、
活発な意見交換

○松蔭公園の堤防道路脇で、現地オー
プンハウスや現地散策も併催

【主な意見】

・堤防道路を片側１車線にしてでも保全す
べき。

・ 堤防道路は、車に便利な道ではなく、
人にやさしい整備をすべき。そういう方
向の整備をすべき時代。

・ 高水敷にある緊急河川敷道路を、水に
近づけるような遊歩道として利用したい。



(2)車座集会<名古屋市北区>(2)車座集会<名古屋市北区>

【実施概要】

○ 名古屋市総合社会福祉会館（北区
役所建物内）で開催(H16.11.30)

○ １４名が参加

○災害への不安や水質改善、河川空間
の利用、流域内の連携などについて、
活発な意見交換

【主な意見】

・右岸側と左岸側、上流と下流のバランス
がとれた対策を行うべき。

・ 八田川合流点の水が汚い。矢田川は
濁っていたが、努力してきれいになった。

・ ふれあい橋周辺は今後も活用していき
たい場所。

・治水にせよ利水にせよ、自分たちだけ
のことと考えず、流域全体の問題として
連携を活発にしていくべき。



(2)車座集会<春日井市>(2)車座集会<春日井市>

【実施概要】

○ 春日井市南部ふれあいセンター（春
日井市下条町）で開催(H17.1.28)

○ ５１名が参加

○河川空間の利用、まちづくりとの連携、
地域との協働で進める川づくりにつ
いて、意見を交換

【主な意見】

・ 大雨が降っても耐えられるような堤防に
すべき。

・ 堤防は人や自転車の専用道路としてほ
しい。

・ 庄内川を身近に感じられるように、遊歩
道を整備してほしい。

・ 不法投棄が目立つ。河川敷が市民の
集う場所になれば、人目に付き、不法
投棄がなくなるのではないか。

dummy

要さしかえ



(3)市民意見交換会(3)市民意見交換会

第１回目的、すすめ方の話し合い流
域
情
報
の
共
有
と

課
題
の
整
理

提
案
事
項
の
整
理
と

ア
イ
デ
ア
提
言

提
案
の
ま
と
め

第２回川歩き～情報地図（下流）作成

第３回川歩き～情報地図（上流）作成

第４回川歩き情報図のまとめ（課題出し）

第５回 「こだわり重点プラン」の絞込み

第６回 テーマ別検討

第７回実現のためのアイデアまとめ

第８回協働事業プランの検討

第９回協働事業プランの検討（つづき）

第１０回 協働事業プランまとめ

市民から
のｱｲﾃﾞｱ
提言集

協働
計画

庄内川水系河川
整備計画検討作業

H15.9

H15.11

H15.11

H16.2

H16.5

H16.6

H16.9

H16.10

H16.12

H17.2

河川整備計画原案の策定

市民意見交換会のすすめ方（案）

大事にしたい
場所等の地図
情報

計画に反映さ
せたい事項や
アイデア

住民同士、住民と
行政との連携、協
働の行動計画

資源と課
題中間
まとめ



(3)市民意見交換会(3)市民意見交換会

【市民意見交換会の現在の状況】

○ 「４つのテーマ」についてグループ毎に議論

○テーマ別の提言をとりまとめ（第９回まで）

○第１０回（２月予定）には、協働事業の提案がまとまる予定

【テーマ別グループ／参加人数】

－生態系・水質・ゴミ　（２１名）
－原風景・歴史　（１２名）
－体験・憩いの場　（１５名）
－治水・防災　（１２名）

＊登録者は、９９名（１月末現在）



(3)市民意見交換会(3)市民意見交換会

【第８回市民意見交換会】
○ 10月17日に名古屋都市センター
で開催し、１９名が参加

【第７回市民意見交換会】
○ ９月４日に多治見産業文化セ
ンターで開催し、３１名が参加

○ テーマ別のグループでの話し合い
○ グループごとに、全体の会合の合間に行う個別の活動計画を立て、取
り組み（提言）を検討
○ ４つの目標と各テーマの提案をとりまとめ。



(3)市民意見交換会　＜提言骨子＞(3)市民意見交換会　＜提言骨子＞

■原風景・歴史グループ

『土岐川庄内川の原風景を大事にし、
周辺の歴史文化を活かす』

＜提案＞
１）ビューポイントを、川の見所として整
備する

２）旧街道との結節点や川と道が交差
する橋詰めに「川の一里塚」など小
広場を整備する

３）川の魅力と歴史資源ガイドマップを
作成する

■生態系・水質・ゴミグループ

『多様な生態系を育む環境、ゴミのない
きれいな川にするために』

＜提案＞
１）生態系の拠点を核に「緑・小路・池・
湿地・水田」のネットワークを形成

２）市民、学校、行政で協働して育む水
辺拠点を流域に増やしていく

３）河川の自然を回復し、水質の向上を
図る



(3)市民意見交換会　＜提言骨子＞(3)市民意見交換会　＜提言骨子＞

■治水・防災グループ

『流域全体で治水安全度を高め、地域
の防災力を高めるために』

＜提案＞
１）雨水貯留施設の普及や遊水池の設
置など流域全体で流出抑制を推進
する

２）堤防の強化と水防拠点の整備を推
進する

３）地域の防災力を高める取組みを行
う

■体験・憩いの場グループ】

『豊かな川体験を伝え、川を憩いの場と
するために』

＜提案＞
１）「川沿いにずっと歩ける道」を確保し
たい

２）川沿いのポイントを結ぶ「体験学習
回遊ルート」を策定する

３）「遊べる河原」「降りられる場所」を確
保し、市民との協働で「川辺の小路」
を管理する



(3)市民意見交換会(3)市民意見交換会

【第９回市民意見交換会】
○ １２月４日に多治見産業文化センターで開催し、２７名が参加

○ 最終的にとりまとめられた「提言」を確認
○ 市民と行政の協働事業について議論
○ 次回（第１０回）、協働事業をとりまとめることを確認



(3)市民意見交換会(3)市民意見交換会

【市民意見交換会の提言案の報告】

○オープンハウス３順目のオアシス　

２１（名古屋市栄：10月30日、31日）

の会場では、市民意見交換会の　

提言案をパネルにして報告。

○市民意見交換会の登録者が直接

市民に説明を行った。



(4)ニューズレター、意見ハガキ、町会回覧チラシ等(4)ニューズレター、意見ハガキ、町会回覧チラシ等

○土岐川庄内川コレカラプロジェクトニュースを定期的（１回/３～４ヶ月）に発行中

○車座集会等の開催をチラシにして、町内回覧等で配布

○オープンハウス等で意見ハガキを配布し、随時回収

○フリーダイヤルを設置（0120-4071-41：しょうないがよい）

コレカラプロジェクトニュース 車座集会開催チラシ

意見ハガキ



３．今後のすすめ方

(1)地域懇談会の当面の活動(1)地域懇談会の当面の活動

①市民意見交換会の開催

　・第１０回市民意見交換会の開催（２月２７日）

　・「協働事業」のとりまとめ

②コレカラプロジェクトの情報提供等

　・コレカラプロジェクトレポートvol.1等の配布（各種イベント等にて随時配布）

　・ホームページへの最新情報の掲載

　・コレカラプロジェクトニュースNo.6の発行　等
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